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【目的】RI治療を受ける患者は、治療により様々な身体的・精神的症状を訴えることが多い。しか

し、RI病室入室中は放射線被曝の観点から外部との関わりを制限され、大半の時間を一人で過ごすこ

とになるため、RI病室入室中に出現すると思われる症状や出現した症状に対して、患者自身で対処行

動をとることが非常に重要であると考える。そこで、本研究ではRI治療を経験した患者から、訴えの

多かった症状に対する具体的な対処行動を明らかにすることを目的とした。

【方法】甲状腺腫瘍にてRI治療を経験した患者81名に対して、独自に作成した選択形式と自由記載の

調査票を郵送した。質問項目ごとに単純集計を行い、自由記載欄から対処行動の内容を抽出した。

【倫理的配慮】調査票は無記名とし、返送をもって同意とみなした。また、本研究は研究者の所属す

る施設の倫理委員会の承認を得て実施した。

【結果】回収率は53％（42名）であった。吐き気・食欲低下は66％に認め、対処行動として食事形態

の変更や摂取方法の工夫、安静臥床が行われていたが、当病棟で行っている食事前のナースコールで

のメニュー紹介は、対処行動をとる上で重要な働きかけとなっていた。臭気は33％に認め、対処行動

として食事を片づける際はマスクを着用する、食事形態の変更が挙げられた。味覚の変化は45％に認

め、対処行動として酸味のあるものを摂取する、唾液腺マッサージが挙げられた。寂しさ・孤独は

45％、抑うつは54％に認め、対処行動としてTV鑑賞、CDを聞くなどの娯楽が挙げられた。環境に対

して満足ではない患者は50％と多く、特に23％の患者が寒さを訴えていた。寒さへの対処行動とし

て、予め着る枚数を増やした患者もいた。

【結語】本研究で挙げた症状のうち患者が自覚した症状として多いのは、吐き気や食欲低下が最も多

く、次に抑うつ、寂しさ・孤独、味覚の変化が挙げられた。吐き気や食欲低下は、食事形態の変更や

摂取方法の工夫、安静臥床をすることで効果が得られている患者が多かった。寂しさ・孤独に対して

娯楽や気晴らしとなるような活動をしている患者が多く、今後もRI病室の環境がさらに良くなるよう

に整えていく。

今回の研究ではRI患者の症状に対する対処行動を把握できたため、今後はその対処行動の情報をもと

に私たちが患者にできる介入方法を検討していきたい。
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